
　地域に生きるを語ろう
　～生活「困窮」にどう向き合い、
　　　　　　　　　　どう支援してきたか～

新潟県医療ソーシャルワーカー協会
令和5年度公開講座（令和5年度新潟県社会事業担当者研修会）

1975年黒崎町生まれ。にいがた公的扶助研究会副会長。全国公的扶助研究会事務

局次長。

前職は新潟市役所職員。たまたま配属された生活保護ケースワーカーの仕事にど

っぷりハマり、15年間に亘り福祉事務所職員として生活保護行政に携わる。2020

年4月より現職。「新潟で一番よくわかる生活保護講座」を開催。行政職員や福祉

関係者の相談役としても活動。好きなものは「生活保護」と「ビール」。

第一部　講演
「新潟で一番よくわかる生活困窮の話」
新潟大学歯学部口腔生命福祉学科　　
　　准教授（福祉学分野）

参加費：協会員　500円　会員外　2,000円

日時：令和6年3月16日（土）13：15～16：30
会場：新潟ユニゾンプラザ　大研修室（参集型で開催）
対象：医療・保健・社会福祉関係者等　

中村　健　先生

地域生活を基盤とした実践において、経済的支援への視点は欠かせません。

「困窮」に関する正しい理解と予防的視点を学び、日々奮闘するパネリストの

実践報告を通じて、今後の支援について一緒に考えてみませんか？

お申込み：

＜お問い合わせ＞
新潟県医療ソーシャルワーカー協会　教育研修部　担当運営委員
西蒲中央病院　地域連携相談室　梅川　望 (０２５６－８８－００２２）
こうなんファミリークリニック　阿部　裕昭（０２５－２５０－６４０７）

本研修は、にいがた公的扶助研究会からご協力をいただいています。
申し込み締め切り：令和6年3月2日（土）

http://bit.ly/46GCyNM
オンライン申込・決済システムPeatixを利用します。
上記URLまたは二次元コードにアクセスしお申込みください。



第二部　14：10～
パネルディスカッション
「私たちになにができるか」
　　コーディネーター
　　　　　　　中村　健　先生

＜パネリスト＞

                        神田　義則　氏
 済生会新潟病院　地域連携福祉センター
 副センター長・MSW

川瀬　聖志　氏
新発田市社会福祉協議会　地域福祉課　課長

　　　　　　　　　柳沼　裕子　氏
医療法人白日会
胎内市地域包括支援センターやまぼうし　
管理者・主任介護支援専門員

第三部　16：00～
グループワーク

2007年に入職以降、災害ボランティアの体制整備、福祉教育、地域福祉活動

計画、地区担当制（CSW）、若者支援、就労準備支援事業、成年後見センター

および法人後見事業、孤立化による空き家の予防事業など法人の新規事業の

企画・運営に携わる等、さまざまな個別支援および地域支援事業を経て、現

在に至る。

社会福祉士、精神保健福祉士。1995年　黒川村在宅介護支援センター　ソー

シャルワーカー。2006年　胎内市地域包括支援センターやまぼうし　主任介

護支援専門員。地域の高齢者の相談支援に関わり、親子２代担当させて頂い

たご家族も。2012年からは、認知症地域支援推進員として、認知症施策や事

業にも携わっている。

平成11年に済生会新潟第二病院（当時）の医療社会事業家にMSWとして入職。

済生会MSWとして、誰もが社会の一員として当たり前の生活が過ごせるように

ソーシャルインクルージョンの実践に取り組む。また、済生会のスケールメ

リットを活かし、全国済生会MSWと繋がり実践事例を学びながら自院の活動に

も取り組んでいる。

平成10年　身体障碍者療護施設、特別養護老人ホームの相談員として9年勤務

平成20年　見附市社会福祉事務所　生活保護CWとして10年勤務

平成31年　見附市教育委員会　こども課　要保護児童対策地域協議会の事務

局として5年勤務

令和5年　見附市市民税務課　市民相談係　係長

箕輪　亜由美　氏
見附市市民税務課　市民相談係　係長


